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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
2021年度
第３四半期
連結累計期間

2022年度
第３四半期
連結累計期間

2021年度

会計期間

自 2021年
   ４月１日
至 2021年
   12月31日

自 2022年
   ４月１日
至 2022年
   12月31日

自 2021年
   ４月１日
至 2022年
   ３月31日

営業収益 (百万円) 31,398 32,016 41,859

経常利益 (百万円) 9,121 9,024 10,740

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 6,283 8,574 6,851

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 8,494 13,923 1,508

純資産額 (百万円) 173,358 180,305 166,369

総資産額 (百万円) 389,738 410,637 388,645

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 1,256,486,220.42 1,714,878,548.19 1,370,022,189.37

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 43.95 43.40 42.27
 

 

回次
2021年度
第３四半期
連結会計期間

2022年度
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自 2021年
   10月１日
至 2021年
   12月31日

自 2022年
   10月１日
至 2022年
   12月31日

１株当たり四半期
純利益

(円) 386,482,818.26 502,035,414.40
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　当社は、2022年４月28日付で普通株式22,929,680株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。

2021年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

 
（土地建物賃貸事業）

当第３四半期連結会計期間に当社子会社のDaibiru USA, LLCへ出資を行い、Daibiru USA, LLCを持株会社とし

て、Daibiru Garren, LLCへ出資を行いました。

これに伴い、当第３四半期連結会計期間より、Daibiru USA, LLC及びDaibiru Garren, LLCを連結の範囲に含めて

おります。

この結果、2022年12月31日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社17社により構成されることになりま

した。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、社会経済

活動が正常化に進み、緩やかな回復基調が見られたものの、ウクライナ情勢の長期化の影響による世界的な資源価格

の高騰や急激な円安進行など、依然として先行きは不透明な状況が続いています。

オフィスビル業界におきましては、テレワークの浸透や働き方の見直し、景気影響等を背景に、賃借面積を見直す

気運は継続し、空室率は概ね横ばいで推移しました。一方、不動産売買マーケットにおきましては、低金利・グロー

バルな資金余剰を受け、コロナ禍にありながらも投資家の投資意欲は引き続き旺盛で、売買価格は高値圏で推移しま

した。

こうした状況の下、当社グループは、お客様の安心・安全を第一に、ビル管理品質向上活動を継続しながら、環境

問題にも積極的に取組み、国内保有ビルにCO2フリー電力の導入を進める等、競合ビルとの差別化を図ってまいりま

した。顧客目線に立ったテナントサービスを提供し続けることで、高水準の稼働率を保ちつつ、賃料水準の適正化を

図り、営業収益の維持拡大に努めました。

中期経営計画の進捗については、重点施策のうち、「都心大型オフィスビルの取得」において、「大手町ファース

トスクエア」（建物全体：地上23階、地下５階、延床面積141,228㎡）の一部持分（信託受益権）に関する契約を締

結し、段階的に持分を取得しております。「海外事業の推進」において、子会社Daibiru USA, LLCを設立し、米国

ジョージア州アトランタ近郊でESGに配慮したオフィス開発の契約を締結しました。

 
当第３四半期連結累計期間の業績は、営業収益は32,016百万円と前年同四半期に比べ617百万円（2.0％）の増収、

営業利益は8,344百万円と843百万円（9.2％）の減益となりました。

営業外損益では受取報奨金等は増加しましたが、営業利益の減益を受け、経常利益は9,024百万円と96百万円

（1.1％）の減益となりました。

特別損益につきましては、当第３四半期連結累計期間は特別利益として住居系物件の一部売却による固定資産売却

益2,571百万円、特別損失として建替関連損失及び固定資産除却損等を405百万円計上しました。なお、前年同四半期

は特別利益として投資有価証券売却益を782百万円、特別損失として建替関連損失及び固定資産除却損を775百万円計

上しました。

この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は8,574百万円と2,290百万円（36.5％）の増益となりました。
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セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

① 土地建物賃貸事業

連結営業収益の78.7％を占める当セグメントでは、既存ビルの稼働状況の向上等により営業収益は25,206百万円と

461百万円（1.9％）の増収となりました。また、光熱費及び減価償却費の増加等により営業費用は増加し、営業利益

は9,721百万円と338百万円（3.4％）の減益となりました。

② ビル管理事業

連結営業収益の20.1％を占める当セグメントでは、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和に伴う営業活

動の回復により、営業収益は6,426百万円と305百万円（5.0％）の増収となりましたが、営業利益は163百万円と237

百万円（59.3％）の減益となりました。

③ その他

連結営業収益の1.2％を占める当セグメントでは、工事請負高の減少等により、営業収益は383百万円と149百万円

（28.0％）の減収となり、営業利益は123百万円と41百万円（25.4％）の減益となりました。

 
(注) １　セグメントごとの業績の営業収益については、セグメント間の内部取引を含んでおりません。

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産

仲介等を含んでおります。

 
当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ21,991百万円増加し、410,637百万円と

なりました。流動資産は、前連結会計年度末に比べ12,576百万円増加し、26,753百万円になりました。これは主とし

て、流動資産その他の増加等によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ9,415百万円増加し、

383,883百万円になりました。これは主として、「大手町ファーストスクエア」の一部持分等の新規物件の取得に伴

う有形固定資産の増加等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ8,056百万円増加し、230,331百万円となり

ました。流動負債は、前連結会計年度末に比べ7,731百万円減少し、28,040百万円になりました。これは主として、1

年内償還予定の社債及びコマーシャル・ペーパーの減少等によるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に

比べ15,788百万円増加し、202,290百万円になりました。これは主として、長期借入金の増加等によるものでありま

す。なお、有利子負債の合計額は、前連結会計年度末に比べ7,455百万円増加し、166,146百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ13,935百万円増加し、180,305百万円と

なりました。これは主として、利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加等によるものであります。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20

計 20
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5 5 非上場  (注）１、２ 

計 5 5 ― ―
 

(注)１　当社は単元株制度を採用しておりません。

　　２　当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2022年12月31日 ― 5 ― 12,227 ― 13,850
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5
 

5
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 5 ― ―

総株主の議決権 ― 5 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年10月１日から2022年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 12,006 12,165

  営業未収入金 1,175 1,193

  棚卸資産 148 162

  その他 852 13,232

  貸倒引当金 △6 △1

  流動資産合計 14,176 26,753

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 102,045 98,691

   土地 193,796 197,771

   信託土地 31,231 37,531

   建設仮勘定 750 1,622

   その他（純額） 647 638

   有形固定資産合計 328,471 336,254

  無形固定資産   

   のれん 1,613 1,770

   その他 11,538 13,734

   無形固定資産合計 13,152 15,504

  投資その他の資産   

   投資有価証券 30,163 29,669

   繰延税金資産 568 513

   その他 2,127 1,955

   貸倒引当金 △15 △14

   投資その他の資産合計 32,843 32,124

  固定資産合計 374,468 383,883

 資産合計 388,645 410,637
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  1年内返済予定の長期借入金 5,258 5,058

  1年内償還予定の社債 15,000 10,000

  コマーシャル・ペーパー 8,000 6,000

  未払法人税等 1,296 1,000

  役員賞与引当金 50 －

  その他 6,168 5,982

  流動負債合計 35,772 28,040

 固定負債   

  社債 80,000 80,000

  長期借入金 50,432 65,088

  受入敷金保証金 24,105 24,521

  繰延税金負債 9,208 9,529

  再評価に係る繰延税金負債 21,694 22,112

  役員退職慰労引当金 69 42

  退職給付に係る負債 844 866

  その他 147 130

  固定負債合計 186,502 202,290

 負債合計 222,275 230,331

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 12,227 12,227

  資本剰余金 13,860 13,850

  利益剰余金 120,619 127,857

  自己株式 △403 －

  株主資本合計 146,304 153,935

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 15,965 15,642

  繰延ヘッジ損益 20 15

  土地再評価差額金 △1,475 △520

  為替換算調整勘定 3,473 9,136

  その他の包括利益累計額合計 17,983 24,274

 非支配株主持分 2,081 2,095

 純資産合計 166,369 180,305

負債純資産合計 388,645 410,637
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

営業収益 31,398 32,016

営業原価 18,902 19,830

営業総利益 12,496 12,186

販売費及び一般管理費 3,308 3,842

営業利益 9,187 8,344

営業外収益   

 受取利息 43 68

 受取配当金 675 847

 受取報奨金 － 376

 その他 47 197

 営業外収益合計 766 1,489

営業外費用   

 支払利息 821 724

 その他 11 84

 営業外費用合計 833 809

経常利益 9,121 9,024

特別利益   

 固定資産売却益 － 2,571

 投資有価証券売却益 782 －

 特別利益合計 782 2,571

特別損失   

 建替関連損失 765 258

 固定資産除却損 9 8

 その他 － ※  138

 特別損失合計 775 405

税金等調整前四半期純利益 9,128 11,190

法人税、住民税及び事業税 2,906 2,028

法人税等調整額 △134 572

法人税等合計 2,771 2,601

四半期純利益 6,357 8,588

非支配株主に帰属する四半期純利益 73 14

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,283 8,574
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 6,357 8,588

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 773 △323

 繰延ヘッジ損益 9 △5

 為替換算調整勘定 1,354 5,663

 その他の包括利益合計 2,137 5,334

四半期包括利益 8,494 13,923

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 8,421 13,909

 非支配株主に係る四半期包括利益 73 14
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【注記事項】

（連結の範囲の変更）

１　連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間に当社子会社のDaibiru USA, LLCへ出資を行い、Daibiru USA, LLCを持株会社とし

て、Daibiru Garren, LLCへ出資を行いました。

これに伴い、当第３四半期連結会計期間より、Daibiru USA, LLC及びDaibiru Garren, LLCを連結の範囲に含めて

おります。

 
２　連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

従来、連結子会社のうち決算日が２月28日であった、丹新ビルサービス㈱、西日本綜合設備㈱及び㈱ノワテック

については同日現在の財務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行っておりましたが、同社が決算日を３月31日に変更したことに伴い、当第３四半期連結累計期間は2022年３月１

日から2022年12月31日までの10ヵ月間を連結しております。

 
（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
（会計上の見積りの変更）

当社は、当第３四半期連結累計期間において、当社が保有する一部のビルについて閉館等を決定したことによ

り、当該ビルにかかる有形固定資産について閉館予定日までの期間で減価償却が完了するように耐用年数を将来に

わたり変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業原価が550百万円増加し、営業総利益、営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ550百万円減少しております。

 
 

（追加情報）

当社及び当社の国内連結子会社は、第２四半期連結会計期間から株式会社商船三井を通算親会社とする通算グ

ループの通算子会社として、グループ通算制度に加入しております。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 
（四半期連結損益計算書関係）

※　特別損失の「その他」の主な内訳は、当第３四半期連結累計期間における連結子会社の一部受託事業の事業整理

にかかる費用118百万円であります。　

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のと

おりであります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

減価償却費 5,415百万円 5,807百万円

のれん償却額 138百万円 158百万円
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（株主資本等関係）

　前第３四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)
　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,318 11.50 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金

2021年10月29日
取締役会

普通株式 1,204 10.50 2021年９月30日 2021年12月３日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年12月31日)
　
１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．　報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）土地建物

賃貸事業
ビル

管理事業
計

営業収益        

 外部顧客への営業収益 24,744 6,121 30,866 532 31,398 － 31,398

 セグメント間の内部営業収益
 又は振替高

80 1,801 1,882 － 1,882 △1,882 －

計 24,825 7,922 32,748 532 33,280 △1,882 31,398

セグメント利益 10,059 400 10,460 165 10,625 △1,438 9,187
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産

仲介等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△1,438百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,456百万円等

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費

用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．　報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）土地建物

賃貸事業
ビル

管理事業
計

営業収益        

 外部顧客への営業収益 25,206 6,426 31,633 383 32,016 － 32,016

 セグメント間の内部営業収益
 又は振替高

81 1,726 1,808 － 1,808 △1,808 －

計 25,287 8,153 33,441 383 33,824 △1,808 32,016

セグメント利益 9,721 163 9,885 123 10,008 △1,664 8,344
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産

仲介等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△1,664百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,683百万円等

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費

用であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社グループの事業は、「土地建物賃貸事業」及び「ビル管理事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「土地建物賃貸事業」は、主にオフィスビル等建物、土地及び駐車場の賃貸を行っております。この場合、室

料・共益料等は「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれるリース取引に該当するため、「その他の収益」

で表示しております。また、物件内の光熱費、その他付加使用料等については、「顧客との契約から生じる収益」

で表示しております。

　「ビル管理事業」は、主にビル清掃、設備管理及び保安業務等を含むオフィスビル等の総合管理業務を行ってお

ります。

 
前第３四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

 
土地建物

賃貸事業

ビル

管理事業
計

営業収益
     

顧客との契約から

生じる収益
1,294 6,121 7,416 532 7,948

その他の収益 23,449 － 23,449 － 23,449

外部顧客への営業収益 24,744 6,121 30,866 532 31,398
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産

仲介等を含んでおります。

２　セグメント間取引控除後の金額を表示しております。

 
当第３四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年12月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

 
土地建物

賃貸事業

ビル

管理事業
計

営業収益
     

顧客との契約から

生じる収益
1,686 6,426 8,112 383 8,496

その他の収益 23,520 － 23,520 － 23,520

外部顧客への営業収益 25,206 6,426 31,633 383 32,016
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産

仲介等を含んでおります。

２　セグメント間取引控除後の金額を表示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1,256,486,220円42銭 1,714,878,548円19銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 6,283 8,574

   普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(百万円)

6,283 8,574

    普通株式の期中平均株式数 (株) 5 5
 

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、2022年４月28日付で普通株式22,929,680株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っておりま

す。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しておりま

す。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年２月９日

ダイビル株式会社

取締役会　御中

 

　有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 近　　藤　　　康　　仁  
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三　　宅 　　　 潔  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイビル株式会

社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイビル株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １. 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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